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覇支室組合

東海大学内

1 . はじめに

私が勤務する東海大学は，大学院11研究科フ 12学部か

ら構成され，メインキャンパスは神奈川県平塚市と秦野

市にまたがる湘南キャンパスで，約おyα犯人程の学生が
J可ます理学部と工学部の20学科の学生数が全体の65%

を占め，第二工学部(東京代々木)，医学部(伊勢原一向，開

発工学部(静岡県沼津市) 海洋学部(静岡県清水市)

支で含めると，1悦2年の学園発足以来，東海大学は伝統的

!こ自然科学 e工学系中心の大学といえます校旗の愛ξ

E義を象相変ずる白十字が示す建学の思想、はh キリスト教

7"11テスタント精神に基づく人道主義で，総合大学とし

て入閣と思想、F科学， í訴~Tの調和を追求していることを意

味じます

創立者松前重義は内村鑑三先生の弟子として3逓13省

の掛f者時代から科学・樹?と宗教との関係を追求L，内

村氏の聖霊調f究会で，孝館市と学生の一体化した教育によ

ヲJ 思想F 人格3 生活に密着した実践教育により特に疲弊

たデ、ンマークが再興した話を聴き，日本という国が独

して存在して行くためにはy教育と人材の青戚

IJ~鍵で、あると考え，自ら発明した国際電信電話用海底ウ

ーブ/レの特許料で小さな私塾を1936に武蔵野に設立し

聖書判干究を中心に日本や世界の将来を論じ合う青年達め

教育道場を開いたのが本学閣の始まりです.

第二次世界大戦の開始前には開戦に反対し，東条英機

内閣と激しく対立し3 突如二等兵として南方戦F榛¥;去ら

れy戦争終了直前には，広島に投下された原爆調査団長と

じ仁「投下爆弾は通常兵器ではなく p 原子力を利用した

新型曝弾てEあるj としづ報告書作成中に層部から 日

本人は最後の一人ま‘で本土決戦にて戦うものにてy

書くな書けば殺すJと脅かされた事実があります :殺

すなら殺せ科学・技術は隠せないものだ」と開き直る

場面は昨年，松前重義の生涯をt齢、た「名利なき証言j

~"いうフジテレビ系ドラマで紹介されました
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東海大学研究推進部部長内 田裕久

1958年，代々木校舎の屋上から国内初の:FM放送の送

信を開始しました当日寺町f東海とよば才した民放局は，現

在IDKYO-FMとして受け継がれています 197~手に開設

した情幸R技術じ/ターは，地球環境の変動観測をはじめy

奈良薬師寺の壁画解析，キトラ副賞解析，古代ピラミッド

発掘p地雷探査等，地球を周回する各種衛星情報をM時間

熊本の宇宙センターで受信し3情報技併?センターで画像

解析を行っています

このように，産学連携あるいは産官(公)学連携とい

うスタイルで技術系に重点を置いた教育と研究でy社会

に知的財産を還元するというスタイルは建学時からσ〉伝

統と、いえます

1976年p 法人荘蜘こ産官(公)学連携を扱う専門部署

が置かれ，大学では私が兼任する研究推進部が全大学院

専攻学部，研究所の教員が関わる文部省科学研究費補助

金フその他各省庁3財団，企業等の委託研究，研究寄付，研

修員 a研究員契約P知的財産に関する業務を担当してド

ます

2 研賓室の活動

布、の研究室には現在，大判完生10名(イít~の y 卒研生11

名(内女子学生4名)がおり p チーム制で、各テーマに取

り組むー方3企業の研修員P研究員も7名程研究に携わっ

ています.気体と金属の反応を熱力学的平衡@非平衡状

態で扱う研究手法を中心にエネノレギ一変換・貯蔵技術

に関連した材料・デノミイスの研究とう真空・プラズマ応

用による表面反応機構・薄月期七プロセス@表面改質関連

の研究を行っています.

対象としている研究は希土類系材料を中心としたエネ

ルギー材料関連が多く，

(1)エネルギ一変換・貯蔵を目的とした希土類系水素吸

蔵合金{初期・再活性化表面反応樹薄，ニッケルクk素電

池電極の反応機構1動力用高容量型ニッケノレ水素電池の

開発窃
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(ω劫窒化磁石材料(状態図，角虫劫女某反応機構，超高圧下でで、の 溶体相ではなく

窒化反応.ポ一ランド科学アカデミ一と共同研究) 初めて明らかにしましたた. 

(3)超磁歪材料(イオンピL ムスパッタ/マグ、ネトロンス その外にも，合金表面上で、生じる窒素，水素の触媒反応

パッタ/電子ビーム蒸着/フラッシュ蒸着による薄膜化プ 機構を，超高真空条件下の吸着速度測定方で明らかにし

ロセス，ナノクリスタノレ薄膜・複合材デバイス)について ました

研究を行っています

希土類系金属間化合物はlffi5-70年代の同時期に生ま

れ，研究開発の活動状況は希土類磁石→水素吸蔵合金→

超磁歪材の)1慎で低く、逆にくにいえば最も大きな未知の

可能性が隠されているのが室温以上でも磁場中では数

限X)ppmもの超磁歪を呈する超磁歪材料であるともし 1

えます.

2. 1. 超磁歪材

超磁歪材は水素との反応性も高く，微粉体作製等に利

用できます超磁歪材料の薄目期七フ。ロセスに関する系統

的研究をイオンピムスパッタ，電子ピーム蒸着9 フラ

ッシュ蒸着等を通して，微視的構造の制御に関する研究

から，磁歪量，低磁場応答性，表面波伝播速度を著しく大

きく可変できるナノクリスクノレレベルの作製に成功しま

した.この超磁歪材薄膜は結晶格子中にアルゴン原子を

含有し，この複雑なミクロな構造が低磁場での高い応答

性に重要な役割を果たすことを見いだしました.

この薄膜化超磁歪材はイオンプレーティングマイクロ

マシーンテゃパイスや磁気表面弾性波素子への利用p宇宙

光通信・精密機械制御デバイスへの利用へと可能性を拡

大しながら， NASDAの新宇宙技術への期待も高まって

います複合化超磁歪材の人工臓器等へ利用する可能性

もあります

超磁歪材室化磁石といったP新しい希土類系金属間化

合物の研究は，神奈川県川崎市にある担オ〉神奈川科学

技術アカデミ一区AS'I)の超磁性材料プロジェクトとし

て採択され，3年間P集中した研究を外国人研究者も含めp

f力、ましたその結果，興味深い研究成果を国際的な集会

で皆で言指命しようとしづ企画を立て， 1関手下 6月の窒化

磁性に関する国際会議。αぜ'94，Hono~油1， Hawaii; 

~J.Alloys &α>m仰 m也，Vol222，∞mplete)に続き3阪地年

11月lこ超磁歪材に関する国際会議ICG1叫1'96，Honolulu， 

Hawaii; J.Albys & Compαmds， Vo1258，∞mple同を主催

しました.

2.3.水素吸蔵合金

希土類系水素吸蔵合金は，最も安定な3信頼性のある水

素吸蔵合金といえます最近商品化されたPトヨ夕のプリ

ウスに搭載されたニツケ;1.-句クk素蓄電池の負極用水素H吸及蔵

合金も希士類系水素吸蔵合金です私の研究室では超高

真空から高圧ガガ、ス条件まで

水素分子の解離，表面酸イ化七皮膜中の水素原子の透透j過晶P合金

中の水素の拡散等について，反応速度論的立場から研究

を行ってきました.ドイツのマックス・プランク金属研

究所のフロム博士のグループとは反応磯構についてか

なり長期間の共同研究を行し 1ました

また，平衡状態における，金属・水素系の状態図作成，熱力

学的関数の測定・算出も行い，希土類元素の水素化物に

ついては殆どすべて測定を終えています.

最近は，典型的な希土類系水素吸蔵合金で、あるLaNisの

水素溶解度がp合金粒度に著しく依存することを見いだ

しpこれは合金が水素原子を溶解したときに発生する内

部応力が大きな影響を与えることも明らかにし，昨年の

ゴードンリサーチコンファレンスでも講演しました.

2.2.窒化磁石

関年代lこ，Sm2Fe17金属開化合物に窒素を吸収させると，

キュリー温度が従来のNd:?el<J3よりも高い，異方性磁石

ができそうだpとしづ発見がありましたところがy磁石は

従来から組み合わせる元素を溶解する製法で母合金が造

られており，新型の窒化磁石のように金属に窒素を吸収

させるプロセスは存在しなかったわけです.当然，金属と

気体の反応の研究を行っている私の研究室はこのテーマ 研究室の屋上で20年以上稼働し続けていた太陽光電

に取り組みました先ず，合金と窒素の状態図を作成する 池一水素発生システム，毎年秋田県で開催される国際ソ

ために，5年以上もかけて，ようやくSm2Fe17N3相はy窒素国 一ラーカーラリーに出場するソ、ーラーカー試作と専用ニ

M
制
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ッケ/レ水素電池作製とし、った夢追い研究も学生たちとや

ってし、ます一

以下lこp 研究室の学生達と行ってきた研ヲE成果に対し
てy外部機関からいただU、た評価例を記します.

L) 1991年 4月 「水素貯蔵合金特別講演賞j中華民国材

料也会。担15)

均"L992年 8月 文部大臣賞「ソーラーカー試作とグラン

Lごゾ)ラーチャレンジ能登92レース成績j

1992年8月紺)エネルギー総合工学研究所・グランド

〉九一ラー推進会議「ソーラーエネ/レギ一実用化賞」

Lj，) 1的7年 J3月 日本希土類学会賞(塩)11賞) r機能性材料

ごしての希土類系金属間化合物に関する研究j

E) H勝年 6月 国際水素エネ/レギー協会(IAHE，

lH宙AINEIUSA) r材料の水素処理分野における科学的

功績と世界水素運動における活躍jに対する賞

的8年 8月 98ワールドソーラーカーラリー秋田未来

ラリー;新子委員会)

3 研究室の学生生活

学生生活め視点からみると p昼間授業があり，研究室で

持ち着して自分の装置で測定をするy あるいは試料寸時正

分析をするといった作業はy夕方以降になります実態か

らみると，週7!3制，日M時間体制がこの1&年以上l対弟、

ています.指導教員としては，夜中に何かあっては困る

〈水漏れで、何度階下の他学科の先生方に謝ったか数知れ

J都心からも離れた湘南校舎と家の往復も大変だろう
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し，夜中に閉まっている門や壁を乗り越え，けがでもされ

ては困るp等と思いながらも，今日も学生達がもってくる

徹夜届けに印鑑を押すことになるのです夜も7時を回

ると P廊下に智苦釜が何台も出現し，湯気を立てますそ

のうちy廊下に突然テーブルが加しp常にH激名以上は滞

在している学生達の夕食会が始まります時には私も加

わりながら(その時はアルコールが添加される場合が多

しワ?雑談をするなかで，教育というものは，口でし 1うだけ

では理解してもらえないもので，教師の背中をみせなが

ら育てるしかない，と思うこの頃です

4. おわりに

水素エネルギー関連技術はF地球環境問題から再び注

目を浴びるようになってきました.以前にも本誌で述べ

たように，今度こ・そ水素利用技術を社会に定着させたい

ものです.本協会はまだ小さい協会です古~，本協会の研究

会に学生会員も参加させ参加者数の多い活発な雰囲気

をつくりたいと思います.また，韓国のみならず，諸外国

の仲間とも連携しながら，71<素を通した地球環境問題へ

の共通認識が形成されるような方向へと P本協会が少し

でも役割を果たせるように発展することを願っていま

す

以上
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